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論　　文　　の　　要　　旨

　光音響分光法（PAS）は物質の状態分析を非破壊的に行う方法としてう近年発達したが，通常の

PAS法は励起法の変調周波数を変えてスペクトルを測定し害出カの位相特性の変化を観測するいわ

ゆる位相法が主として用いられている。しかし位相法においては、表面や深さ方向の分析に関してラ

（1）音響信号の遅れ時問を直接測定できないヨ（2）異なる音響信号が同時に入ると，それらを分離して

測定することが困難である。（3）入カ信号のSN比が悪い場合ヨ測定精度が非常に低下するなどの原理

的な欠点を有する。本論文は従来のPAS法における音響信号の処理にラ相関技法をとり入れること

によってラ方法に改良を加えラさらに固体試料の表面および深さ方向の物質分布を，三次元的に非

破壊的に測定する方法を開発しラこれを実試料の分析に応用したものである。

　本論文は4章から成る。第1章ではPASならびに相関PAS法の研究の概況を述べ。第2章では、

測定装置系の開発と基本的条件の設定を行いヨー次元熱拡散モデルによるデータ解析の実験式を策

定した。さらにこの実験式で得られる値をパイレックスガラスの実測値と比較したところラ両者の

間にはよい一致がみられヨ実験式が本法のデータ解析に十分利用できることが示された。

　第3章では前章で得られた基本的結果にもとづき，層構造試料について深さ方向への非破壊スペ

クトル分析を試みた。植物の葉については言表皮層と棚状組織のスペクトルが深さとともに変化す

るのが明瞭にみられヨ写真フィルムの分析では，乳剤塗布層のスペクトルを層位別に測定すること
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ができラ各層のスペクトルは、一層ずつ単独に測定した通常法によるスペクトルとよい一致を示し，

本法が深さ方向の非破壊分析に有効であることが実証された。

　第4章では励起光をビーム状に絞る光学系と，試料を二次元的に移動させるX－Yステージを組

合せた新しい測定装置を作成し，この装置を用いて，三層構造を有するモデル試料を測定し，各層

のパターンならびにその重なりの順序を相関光音響像としてイメージングすることに成功した。さ

らにこの方法をカラーフィルムラ分散系試料，鉱物資料などに適用しヨ試料の表面よりの深さラス

ペクトルとその二次元的広がり等の情報を非破壊的に測定することができた。

審　　査　　の　　要　　旨

　従来ヨ通常のPASの測定ではラ励起光の変調周波数を変えて、出カの位相特性の変化を観測する

位相法が用いられているがラこれにはいくつかの原理的な欠点が避けられない。本研究では通常の

PASの音響信号の処理に，相関技法をとり入れることによりラこれらの欠点を補うことができ、さ

らに固体試料の表面および深さ方向の知見を三次元的。非破壊的に測定することを可能にした。物

質の状態分析を非破壌事in　Situで迅速に行うことは分析化学の理想の一つであるが、本研究で開発

された方法はこの要求を満たす可能性をもつものであり、将来性のある機器分析法として高く評価

され，分析化学に貢献する所が大きい。

　よってラ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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